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 研究テーマ「さまざまな銀河の中心に潜む巨大なブラックホールの観測」 

 

まざまな銀河の中心に、明るく光る巨大ブラックホール系があると言われ始めたのが今から

50 年ほど前。そして、ここ 10-20 年の研究で、ほぼすべての銀河の中心に巨大ブラックホ

ールがあることもわかってきました。しかし、ブラックホールの研究はまだまだ発展途上。こうした

系は中心部に円盤構造を持つと言われ、可視光や赤外線で明るく光っていますが、やはり遠いので、

地上最大の光赤外望遠鏡をもってしても、その構造を直接捉えることができません。 

 

つまり、「空間分解能」が絶対的に足りない。空間分解能とは接近した 2 つの点をそれぞれ独立した

点として見分ける能力です。ブラックホールの観測においては、地球から月面にいる 2 人の人間を見

分けるほどの緻密な精度が必要になります。 

 

そこで、私の研究室ではこの空間分解能を飛躍的に高める観測を目指しています。その 1 つが、複数

の望遠鏡を組み合わせて、より遠くの天体の大きさや構造を測定できる干渉計として使用すること。

観測された干渉縞から、天体の画像を逆算する方法です。こうした赤外線干渉計での観測が、遠くて

暗い巨大ブラックホール系でも十分可能であることを、2009 年あたりから積極的に示してきました。

また、最近では 2021 年に、カリフォルニアにある干渉計を用いて、巨大ブラックホール系の赤外線

観測で世界最高の空間分解能を達成しました。 

 

今ある観測装置の限界を超えるためには観測の本質を理解し、さまざまなアイデアを常に巡らせてお

くことが大切。観測技術が向上すれば、宇宙物理学が前進する大きな一歩になります。 
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